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COVID-19 病室の UV-C を使用した、退院後 72 時間以内の 
グリーンゾーン化 作業手順 

 
Procedure for creating a green-zone room using UV-C after discharge of patient     

with COVID-19 from hospital within 72 hours  
 

株式会社オオケン：鍵本修史・甫出信之・山口正明 
 
 

【要約】 
COVID-19 罹患者が退室した後のレッドゾーンを 72 時間以内に一般病室として使

用するため（グリーンゾーン化）に UV-C 紫外線照射機及び TPP-DIN、 EPA 登録ケ

ミカルを用いて消毒・清掃を行った。各エリアに UV-C を当て作業員の安心を確保し

た上で消毒・清掃作業を行った。その消毒・清掃手順を整理する。 
  統括管理者指揮の下、全ての患者が不在となった後の COVID-19 専用病棟の病室、

共用部（浴室、トイレ、廊下など）を 72 時間以内に消毒・清掃し、一般病棟として使

用するための環境整備を行った。病室、廊下やトイレ、浴室などの共用部も含め UV-
C 紫外線照射機を用いて一般環境面の消毒を実施した。照射機から 2.5ｍの距離で 3 分

間全面にあたる回数を基準として照射した。個室にトイレがある場合は、別途 1 回照

射を追加した。本来は清掃後に補完的に UV-C 照射を行うが、SARS-CoV-2 は未知の

部分もあるため、先に照射をすることにより作業員の心理的負担軽減を図った。照射

終了後、専門教育を受けた作業員が TPP-DIN、EPA 登録ケミカルを用いて病室清掃

を行った。病室のカーテン取り外し、高頻度接触面である照明スイッチ、ベッド、床

頭台、ナースコール、洗面台や窓ガラス、床面及び共用部の浴室、トイレ、廊下等の

清掃を行った。 
 
【はじめに】 
  当社は、広島市に本社をおく総合ビルメンテナンス会社で、医療関連施設の環境整

備に特化して取り組んできた。2003 年には I-CoSSⓇ（Infection Control Support 
System ：アイコス）サービス、という当社独自の院内感染制御システムサービスを構

築し商標登録するに至り、2012 年には社内研修制度として I-CoSSⓇ塾を立ち上げ、標

準予防策や感染経路別予防策等の感染予防対策を理解した人材育成、日進月歩の医学

研究成果をもとにした清掃技術の改善を重ねてきたところである。 
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2015 年には WHO より薬剤耐性（AMR）の脅威に対し、グローバル・アクション・

プランが採択されるに至り、近年は世界的に MRSA や MDRP など薬剤耐性を起因と

した院内感染を環境整備の側面からいかにして防ぐかという課題に直面している。こ

れらの AMR の脅威に対し、UV-C 紫外線照射機の有効性を示す研究成果が多く発表

されている 1)。当社も 2014 年に UV-C 紫外線照射機を購入し公立病院で継続使用し

てきた。 
  2019 年 12 月に端を発した新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）による感染症

（COVID-19）は、2020 年初頭に日本でも確認されることになり、未知のウイルスへ

の対処を迫られる事態に陥った。当社の拠点地である広島県でも 2020 年 3 月 6 日に

第一例が確認され、感染症指定医療機関での治療が行われた。以降、当社は新型コロ

ナウイルス感染症病棟の日常的な環境整備に取り組んできた。 
 

2021 年 6 月末現在 2) 累計感染者数（人） 死亡者数（人） 
世 界 182,153,508 3,946,015 
日 本 799,550 14,784 
広島県 11,494 175 

  
 初めて新型コロナウイルスが確認されて以降、多くの医学的研究成果が蓄積されつつ

ある。特に広島県においては、軽症者や無症状者が利用する宿泊療養施設における汚

染状況調査も行われている。院内環境整備に目を向けると UV-C 紫外線照射機の新型

コロナウイルスへの有効性を示す研究論文も発表されている 3)。しかしながら、新型

コロナウイルスに罹患した患者が治療を受ける場所の清掃及び退院後の消毒・清掃作

業手順に関する論考は、ほとんど報告がない。 
 発生当初に遡ると COVID-19 は未知の部分が多く存在した。飛沫感染、接触感染と

いう感染経路は把握できたものの、病室内などの環境表面にウイルスがどの程度存在

するのか、その持続期間はどれぐらいかという未知の部分が解消されない状況下であ

った。他方、同時に医療機関からの環境整備業務の要請に応えたいという企業体とし

ての使命感もあり、従事する者が心身ともに安心、安全に作業できる手順作成が急務

であった。 
近時、多くの研究成果により SARS-CoV-2 の詳細が分かってきた。退院直後の患者

療養環境における高頻度接触面には感染性を維持した SARS-CoV-2 の存在が明らかと

なった。具体的には、プラスチック、ガラスは 120 時間、ステンレス 72 時間の持続性

と UV-C 紫外線照射の有効性が明らかとなった研究 4)、更には SARS-CoV-2 ウイルス
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RNA 量において便中の検出割合が高いという研究成果も示されている 5)。これは、ト

イレの環境整備の重要性を示唆している 6)。 
そこで従事者の「安心」・「安全」を最優先に考え、2003 年以降当社が医療従事者研

修で培ってきた「標準予防策」「感染経路別予防策」並びに「ガウンテクニック」など

の更なる研修 7)を行うとともに、新しい UV-C 照射機を用いたノンタッチ環境整備の

考え方を取り入れた作業手順を確立することとした。 
2021 年 7 月現在、東京都では第 4 回目の緊急事態宣言が発令され、今後は第五波も

予想される状況下にある。新型コロナの問題は喫緊の課題とされ、また、その先には

AMR 問題のみならず新感染症のパンデミックへの対応も視野に入ってこよう。 
私どもオオケンは「COVID-19 病室の UV-C を使用した、退院後 72 時間以内 8)の

グリーンゾーン化作業手順」を当社ホームページで公開し、将来の見えざる敵と対峙

するための礎としたい。 
 
【概要】 

作 業 対 象：  COVID-19 病室、廊下、トイレ…1 か所、汚物処理室、配膳室、 

処置室、洗面コーナー、洗濯室、バスルーム、デイ･コーナー、 

調乳室 他   (表 1) 

作 業 人 員：  1 日目：2 時間３名、 2 日目：3 時間４名 

使 用 機 器：  ＵＶ－Ｃ照射機器（UVDI 社製 ＵＶＤＩ－360Ⓡ）…2 台 （図 1） 

使用ケミカル：  バイロックス社製アクセル 17 倍液、アクセルプリベンションワイプⓇ 

              《DIN（カナダ医薬品認証番号）登録製品 加速化過酸化水素》9) 

              シールドエアー製バスメイトⓇ13 倍液 

《EPA（米国環境保護庁）登録製品》10)  （図 2） 

使 用 P P E11)：  タイベックススーツⓇ、ブーツカバー12)、シールドマスク、グローブ  

（図 3）   

使 用 資 材：  ハイジェニックⓇ清掃カート 1 式…1 台、床用モップハンドル…2 台、マイ

クロファイバーフラットモップ…20 枚、衛生陶器清掃用具…1 式 （図 4） 

作業脚立…1 台 
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1 日目 2 日目 
病室 
 2 人床…1 室 

5 人床…2 室  
共用 
 廊下 
 トイレ…1 か所 

病室 
 個室（トイレ付）…14 室 
 2 人床     … 1 室 
 3 人床     … 1 室 
共用 
 廊下、トイレ…1 か所、汚物処理室 
 配膳室、処置室、洗面コーナー、洗濯室 
 バスルーム、調乳室、ディコーナー他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【作業準備】 
・作業者は、殺菌成分配合の薬用洗浄剤を用いて、手指・手首を十分に洗う。 
・作業者は、シールドマスク、タイベックススーツ、ブーツカバー、ディスポーザブル

グローブ（2 重）を着用する。 
 
 
 
 
 
 

・使用資機材はレッドゾーン内専用のものを使用する。 

図 1 UVDI 社製 
    ＵＶＤＩ－360  ２台 

表 1 作業対象範囲図 

図 2 使用ケミカル  

 
 

アクセルプリベンション・バスメイト 

図 3 使用 PPE 図 4 専用使用資材 

《注意事項》 
 ・作業者の「安心」を確保するためタイベックススーツを使用しているが、アイソレーシ

ョンガウンの使用で可。 
 ・床からの感染は起こらないとされているが、病院側の要望があれば、ブーツカバーを使

用する。 
 ・ディスポーザブルグローブは 2 重とし、袖部分からのホコリや水の侵入による汚染を

防ぐため、袖口と 1 枚目のディスポーザブルグローブはテーピングする。 
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【作業手順】 
①UVDI-360 と作業に必要な資機材をレッドゾーンに入れる。 
②病室内で UV-C をカーテンに 1 回当たり 3 分間照射する 13)。（図 5） 

 
 
 
 
 
 
③室内のカーテンを取り外し、アクアフィルム（水溶性ランドリーバック）に入れ、

封をした後、更にビニール袋に 2 重に入れて封をしてレッドゾーンから出す。 

（図 6、図 7） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④病室内什器、備品、室内トイレへ UV-C 照射。（図 7） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

《注意事項》 

 ・以下 UV-C 照射は、2.5ｍの距離で 3分間全面に当たる回数を基準に照射する。 

 ・UV―C は皮膚や目に有害なため、直視しないで照射の当たらないところに避難する。

 ・UV―C はカーテンを通過しないため、両面に当たるよう照射する。 

・COVID-１９病棟は作業者の安全を最優先し、UV-C 照射後に洗浄効果と消毒効果のある

アクセルプリベンションワイプによる清拭を行ったが、通常感染症病室等は清拭作業

により有機物除去と消毒清拭後に補完するものとして UV－C 照射を行う。 

図 5 カーテンへの UV-C 照射  図 6 カーテンの取り出し 

図 7 病室内什器、備品、室内トイレへの UV-C 照射 
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⑤通路及び共用トイレ・浴室等に UV-C を 1 回当たり 3 分間照射する。(図 8・9) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥UV-C 照射の終了した病室から、アクセルプリベンションワイプで、什器、医療機器、

備品等を清拭する。(図 10) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

《注意事項》 

・環境面の清拭は洗浄効果と消毒効果を併せ持つアクセルプリベンションワイプ（加速化

過酸化水素）を使用して、清潔から不潔、高所から低所へと清拭する。 
・清拭作業は、アクセルプリベンションワイプ（大判タイプ）を 4 つに折りたたみ、各面を

替えながら一方向で清拭する。 

図 8 通路に UV－C 照射   

図 9 共用トイレ・浴室・洗濯室等に UV－C 照射 
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⑦UV-C 照射の終了した通路等共用部の高頻度接触面を、アクセルプリベンションワイプ

で清拭する。(図 11) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧UV-C 照射の終了した患者用トイレはあらかじめバスメイト１３倍液をスプレーした

後、高頻度接触面の清拭から初め、衛生陶器は専用のボールモップで洗浄し、アクセル

プリベンションワイプで清拭する。(図 12) 

 
 
 
 
 

 
 
 

《注意事項》 

 ・衛生陶器内部は清拭作業前に、あらかじめバスメイト 13 倍液をスプレーしておく。 

 ・衛生陶器は、汚染度の低い面から汚染度の高い順に清拭する。 
・清拭はアクセルプリベンションワイプ（大判タイプ）を 4 つに折りたたみ、各面を替え 

ながら一方向で清拭する。 
・レッドゾーンで使用したボールモップやスポンジは、使用後は感染性廃棄物として廃棄す

る。 

図 11 通路等の清拭 

図 10 病室内清拭作業  
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⑨床面をアクセル 17 倍液に浸漬させたフラットモップで、病室、通路、患者用トイレの

順で拭き上げる。 (図 13) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
➉使用したアクセルプリベンションワイプ、モップ、ボールモップ、スポンジを感染性

廃棄物ボックスに廃棄する。 

⑪作業者は、2 重にしたアウターディスポーザブルグローブの消毒を行い、裏返しなが

ら外す。同様にブーツカバー、タイベックススーツを裏返しながら外し感染性廃棄物

ボックスに廃棄した後、最後に 1 枚目のインナーディスポーザブルグローブを裏返し

図 13 病室、通路、患者用トイレ等の床面清拭 

《注意事項》 

 ・マイクロファイバーフラットモップはあらかじめアクセルに浸漬させたものを使用し、S字

一方向拭きする。  

 ・使用するマイクロファイバーフラットモップは、通常清掃で使用した古いものをとっておき、

使用後は感染性廃棄物として廃棄する。 

 ・個室で一枚使用し、通路等は個室面積程度で新しいものに取り換える。 

図 12 患者用トイレの洗浄・清拭 
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ながら外し、感染性廃棄物ボックスに廃棄した後、再度アルコールによる手指消毒を

行い、シールドマスクも外して感染性廃棄物ボックスに廃棄する。 (図 14) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑫新たにディスポーザブルグローブを着用し、床用モップハンドルをアクセルプリベン

ションワイプで拭き上げを行う。(図 15)   

⑬持ち込み資機材の全面に UV-C 照射した後、アクセルプリベンションワイプで清拭後

持ち出す。(図 16) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑭作業者は、殺菌成分配合の薬用洗浄剤を用いて、手指・手首を十分に洗う。 

 
 
 
 
 
 

図 15 モップハンドルの清拭 図 16 持ち込み資機材への UV-C 照射と清拭 

図 14 PPE の脱衣 
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